
 仕 様 

最 大 背 圧 力

（最大塗料１次圧力） 
1.0MPa 

最 大 流 量 
7L／min（17sec／FC#4） 

4.5L／min（40sec／FC#4） 

使 用 温 度 0～40℃ 

塗 料 入 口 径 Rc1／4（PT1／4） 

塗 料 出 口 径 G1／4（PF1／4） 

取扱説明書 

背圧レギュレータ 

ＲＶ７０ＳＷ 

この説明書には、重要な警告や注意事項が記載されています。

本機を使用される前に、必ずよく読んでください。

この説明書は、製品を廃棄するまでは、必ずお手元に保管し、

紛失・汚損した場合は、販売店または当社までご請求ください。
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このたびは、当社製品をお買い上げいただきまして、まことに 

ありがとうございます。 

本機をご使用される前に、この取扱説明書を必ずよくお読みくだ 

さい。 

とくに注意事項を十分ご理解され、その正しい使用方法に従った 

使い方をしていただきますよう、お願い申しあげます。 

この取扱説明書の内容でご不明な点がございましたら、裏表紙

記載の当社までお問い合わせください。

 
(1)はじめに、ご使用になる塗料の洗浄に適合した溶剤シンナ、水性

シンナ等の洗浄剤で本装置の内部を洗浄すると共に全操作を

実際に試してください。

(2)シンナ・塗料のかかる場所に設置しないでください。

(3)分解洗浄時、本機ごと溶剤に浸漬しないでください。

(4)使用後の洗浄は十分にしてください。

洗浄が不十分の場合、レギュレータのシート不良となり、圧力

制御ができず、トラブルの原因となります。

最大塗料１次圧力は１．０ＭＰａです。 
圧力が１．０ＭＰａ以上になる可能性がある 
ポンプには接続しないでください。 

取扱注意事項 

警告 
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注意  
 

 

 

 

 
 

OUT 側の圧力を一定化させる塗料レギュレータと異なり、

背圧レギュレータは IN 側の圧力を一定に保つ機器です。 

塗料循環ラインのポンプ直後の塗料レギュレータとともに 

塗料循環ラインの端末に設置して使用します 

 

 

 

 

 

ハンドルを時計回りいっぱいの全閉状態から徐々に反時計
回りにハンドルを回し、希望の塗料循環量になるように調整
して下さい。 

背圧レギュレータの働きと設置方法 

運転方法 

本機は、一般的塗料で使用するために設計され

たもので、粒子径の大きい固形分や比重の高い

顔料などが含まれている場合、経路内で堆積ある

いは沈降が発生し正常に使用できません。 
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故 障 の 現 象 原     因 処          置 

調整ハンドル部 
より塗料が漏れる 

ダイアフラム（4） 
破損。 

ダイアフラムを取替えて 
ください。 

塗料の循環量が
調整できない 

①バルブ（５）のシート
面に異物が挟まって 
いる。 

①バルブ（５）をはずして 
エアブローして異物を取り
除いてください。 

②バルブ（５）が摩耗。 ②バルブ（５）を取替えて 
ください。 

外形図 

故障とその処置 
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各部の名称 

ＲＶ７０ＳＷ 
０７７１ 
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背圧レギュレータ ＲＶ７０ＳＷ 

番号 部品番号 品  名 個数 備考 

１ 0767-001 ハウジング 1  

２ 0740-007 バネ押さえ 1  

３ 0770-003 ボディ 1  

※４ 0770-004 ダイアフラム 1  

※５ 0770-005 バルブ 1  

※６ 155-2010A バックアップリング 1  

７ 244-4002 六角穴付プラグ 1  

８ 0740-014 スプリング 1  

９ 17-11000 六角ナット 1  

１０ 322-0068 ハンドル 1 色：オレンジ 

１１ 03-70414 六角穴付ボルト 6  

 

※ 印はスペアパーツとして常備されることをお勧めします。 
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【保証内容について】 
お買い上げ日から６か月、万が一故障が発生した場合、本保証書に記載の規定により無償
修理いたします。 

●保証規定 

１．取扱説明書、本体添付ラベル等の注意書に基づいて、お客様が正常な状態のもとで 
ご使用になり、万一保証期間内に故障した場合は、販売店、または当社営業所に 
修理をご依頼ください。 
当社で点検・調査した後、その故障が材質・製造上の欠陥であると判明した場合は、 
無償にて故障箇所の修理または取り替えをさせていただきます。 
なお、離島および離島に準ずる遠隔地への出張修理を行った場合には、 
出張に要する実費を申し受けることがあります。 

２．本製品の故障またはその使用によって生じた本製品以外に及ぼす損害については、 
当社はその責任を負わないものとします。 

３．次のような場合には、保証期間中でも有償修理になります。 

(1)保証書のご提示がない場合。 

(2)お客様による輸送、移動時の落下、衝撃等、お客様の取り扱いが適正でない 
ために生じた故障、損傷の場合。 

(3)お客様による改造、修理に起因する故障および損傷。 

(4)火災、塩害、ガス害、地震、落雷、および風水害、その他天災地変、あるいは 
異常電圧などの外部要因に起因する故障および損傷。 

(5)本製品に接続している当社以外の機器および交換した消耗品に起因する故障 
および損傷。 

(6)消耗品の交換・修理。 

(7)純正部品以外の部品が使用されている場合。 

４．ご不明な場合は、お買い上げの販売店または当社営業所にご相談下さい。 

５．本保証書は日本国内においてのみ有効です。 

６．本書は再発行いたしませんので大切に保管ください。 

 
この保証書によってお客様の法律上の権利を制約するものではありません。 
保証期間経過後の修理などについてご不明の場合は販売店、または当社営業所に 
お問い合わせください。 

 

保証書 
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●本機械を譲渡するときは、必ず機械に本書を添付して次の

所有者に渡してください。

●本機械は、日本国内の法規に基づき製作されています。

本機械を日本国以外で使用するときは、その国の安全規格を

遵守する必要があります。
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本社 
愛知県尾張旭市旭前町新田洞 5050 番地 〒488-0852 
TEL 0561-53-1213 FAX 0561-54-8847 

URL ： www.sunac.co.jp
E-mail ： sunac_c@sunac.co.jp

５０５０番地 〒488-8688 ＴＥＬ(0561)53-1213 ＦＡＸ(0561)54-8847

営業所一覧 
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